
■主な指標の推移（単体ベース）� （単位：億円）�

（単位：億円）�

預 金 残 高 �

貸 出 金 残 高 �

総 資 産 額 �

株 主 資 本 �

60 , 631�

50 , 544�

70 , 751�

3 , 398�

平成17年3月期�

■損益状況（単体ベース）�

平成17年3月期�

業 務 粗 利 益 �

資 金 利 益 �

　 国 内 部 門 �

  国 際 部 門 �

役 務 取 引 等 利 益 �

特 定 取 引 利 益 �

そ の 他 業 務 利 益 �

1 , 246�

1 , 043�

947�

96�

183�

5�

14�

�

う ち 人 件 費 �

コ ア 業 務 純 益 �

業 務 純 益 �

経 常 利 益 �

信 用 コ ス ト �

当 期 純 利 益 �

698�

343�

549�

635�

412�

114�

197�

�

64 , 547�

50 , 343�

73 , 462�

3 , 665�

1 , 267�

1 , 047�

956�

91�

192�

14�

14�

687�

321�

578�

591�

517�

63�

271�

�

58 , 966�

51 , 785�

69 , 908�

3 , 130�

平成15年3月期� 平成16年3月期�

平成15年3月期� 平成16年3月期�

1 , 247�

1 , 067

981�

87�

168�

1�

10�

731�

357�

515�

574�

151�

250�

75�

�

経　　　　　　　　　　　　費�

　平成16年度（平成17年3月期）は、資金の効率的運用・調達および経営全般に亘る合理化に努め、グループ全体の�

収益力の強化を図ってまいりました。�

　「コア業務純益」は、国内の資金利益・役務利益・特定取引利益の増加と経費の節減等により、前年比29億円増加し�

578億円となり4年連続過去最高を更新しました。�

　「経常利益」は、コア業務純益の増加に加え、信用コストの減少、その他臨時損益の好転等により前年比105億円�

増加し517億円となり2年連続過去最高を更新しました。�

　「信用コスト」は、企業業績の向上や取引先企業への再生支援等により貸出資産の健全化が進んだことから、前年の�

114億円から51億円減少し63億円となりました。�

　「当期純利益」は、固定資産減損会計の早期適用により33億円の特別損失を計上いたしましたが、経常利益が�

高水準であったことから前年比74億円増加し271億円となり2年連続過去最高を更新しました。�
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■平成16年度（平成17年3月期）の業績

　　

�

営 業 の 概 況

平成16年度の業績


